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はじめに

古英詩『創世記B』（Gβ乃β5才5月）の韻律はこれまでSievers（1887）以降の伝

統的韻律論の枠組みにおいても十分な分析がなされてこなかった。もっとも、

この枠組みは必ずしもゲルマン諸語の言語特性に基づいて設定されたものでは

なく、頭韻の機能や分布上の特徴を捉えることができず、言語のリズムの本質

からかけ離れた分析を行うなど、妥当性に欠ける。そこで、本稿では苗英詩『創

世記B』に焦点を当て、観察が容易で客観的に判断できる頭韻を分析対象とし、

韻律の基本となる事実を抽出することによって古英詩の言語特性を解明した

い。今回『創世記B』を分析対象としたのは、『創世記A』およびサクリン語

の原典と比較ができること、『創世記B』に多く用いられている韻律過多の単

行に新たな韻律解釈を施す可能性があること、宗教詩と叙事詩というジャンル

の区別に対応した語法や韻律上の相違を指摘できる可能性があることなど、韻

律を含む古英詩の言語研究に新たな光を当てられる期待が大きいからである。

Ⅰ．『創世記B』の単一頭韻半行における頭韻語の選択

1．1．頭韻F皆級の原則

ゲルマン古詩では半行中の複数の語から頭韻語が選択される場合、（1）に示

した「頭韻階級の原則」に従う。この原則はいくつものゲルマン古詩に適用さ

れ、その妥当性と普遍性が証明されてきた（cf．藤原1990：209－285）。しかし、

この原則は『創世記B』には適用されていないことから、本稿では（1）の原

則に基づいてこの詩を分析し、その結果を言語学的に考察したい。

（1）頭韻階級の原則

（a）古英語の語彙は頭韻上4つの類に大別される。

（i）1実員‥・名詞、形容詞、派生副詞

（ii）2顆‥・本来語の副詞の一部
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（iii）3類…動詞く…芸：：：霊芝毘だし、助動詞は除く，
（iv）4類‥・機能語、本来語の副詞の一部、助動詞

（b）類の異なる複数の語が同一の単行中で共起する場合、頭韻に加わるのは

より上位の類（1類－ケ4類の順に下る）に属する類の語である。

（c）同じ類に属する複数の語が同一単行中で共起する場合、頭韻に加わるの

はより左に位置する語である。

（d）二重頭韻の場合、頭韻語の一つは（a）～（c）の原則に従わなくともよ

い。ただし、この語は1～3類の語に属し、第一単行の最も左寄りに位置

しなくてはならない。

且。2。『創世記B』の第一単行における単一頭韻の分析

この種の単行において最も頻度が高いのは名詞と形容詞が共起する場合と動

詞（とりわけ定形）と名詞（または形容詞）が共起する場合であり、『創世記

B』ではいずれも55例用いられている。動詞の定形と非定形が共起する17例

がこれに次そが、その他はいずれも少数に限られている。このうち、動詞の非

定形と定形の語順については、定形＋非定形とこの逆の語順である非定形＋定

形はほぼ2対1の割合（11例と6例）で生じていて、後述する第二単行での

割合との比較が興味深い。

最初に、名詞または形容詞が用いられている（2）のような半行では、（1b）

に忠実に従い、名詞または形容詞が優先的に頭韻語として選ばれている。なお、

本稿では、頭韻に関与する頭子音は斜字体で記し、一般に母音の頭韻と呼ばれ

ているものについては声門閉鎖音の実現とみなし、クで表記し、名詞はN、形

容詞はA、副詞はVAdv、動詞の定形は＋F、非定形は－F、前置詞はPrep、代名

詞はPro、所有代名詞はPPrb、不定詞はinf、過去分詞はpp、数詞はNumで

表す。

（2）（a）acwendeb記thさ0妙1do（712）‘butshethoしghtthatshe（wasgaining）

＋F N

the払vor’

（b）andmidhisゐandumgescさop（251）‘andgrasped（them）witb‡王isbands’

N ＋F

（c）cw記6sさ妬hsta（344）‘hesaidthattbebighest’

＋F A
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（d）Acwitbusあarunemagon（838）‘Butwecannot（be）boththusnaked’

A ＋F

（e）b正ganhimswilcesgeongord6■mes？（283）‘bowbeforeHimwithsuch

－F
N

allegeance？’

（f）hisbe∂oduhealdan（526）‘keepHiscommandments’

N
－F

（g）habbanbimt6w盃ron（475）‘havetrulyもOhim’

－F
A

ちなみに、（3）の2例は（1b）の原則を逸脱しているが、他の古英詩におい

ても（1b）が破られる例は皆無ではないことから、この詩では原則（1）がか

なり忠実に守られていると結論を下してよい。

（3）（a）sさcanponnelanda（487）‘thenseek（thedarkest）oflands’

－F（inf）
N

（b）5記geÅdame（617）‘TellAdam，
＋F N

一方、（1c）によると、名詞と形容詞が共起する（4）のような半行では、よ

り左に位置する語に頭韻の権利が与えられる。『創世記B』の場合、すべての

例がこの原則に従っていることから、（1c）は完全に確立した原則となってい

ることが分かる。なお、強勢語が半行中に3つ用いられている（4e）のような

例は、伝統的韻律諭においては拡大半行と呼ばれ、特殊な韻律解釈を施されて

いるが、頭韻語の選択に関する限り全く原則どおりの半行である。ただし、単

一頭韻の第一半行の場合、『創世記B』にはこの種の例は他にはない。ちなみ

に、（4e）ではheo丘Iumとhe11eの頭子音が一致しているが、二重頭韻ではな

く、頭韻はあくまでも最左端のenglasの頭子音［？］に実現している。このこ

とは、対応する第二半行のandhさoealleforscさop‘andtrans女）medthemall’か

ら確認できる。なお、このhさ0‘them，は人称代名詞であることから一般に頭

韻することはないが、仮に頭韻に関与していると解釈すると、第一半行の

heo血umとhellが頭韻することになり、englasは（1c）に反して頭韻しない例

外的な半行となり、きわめて不自然な解釈を下すことになるため、本稿ではこ

の解釈は採用しない。

（4）（a）児uesさog6de（612）‘GoodEve’

N A
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（b）ゐeardesTrenes（383）‘hardiron’

A N

（c）dimandbystre（478）‘gloomyanddark’

A A

（d）b記tbさ椚記genandcr記氏（269）‘thathe（had）stren酢bandskill’

N N

（e）p言鬼nglasofheo払umonhe11e（308）‘thentheangels（fell）たom

N N N

heaveninto hell’

次に、副詞間の階級の相違については該当例が（5）の3例に限られること

から決定的なことは言えない。しかし、副詞間の頭韻階級の相違は副詞が多く

用いられている第二単行の分析の参考となりうることから、若干の考察をして

おく必要がある。すなわち、ここでは如nne‘then’のような接続副詞

（Cor如nct）、SW言や鮎1のように強意の副詞（Emphatic Adverb）はいずれも頭

韻階級上派生副詞より劣位にあるとみなしておく。

（5）（a）師meabthis如nneγ正me（561）‘thenyoumayfully（consider）…him’

Adv Adv

（b）如thさosw百折de（608）‘sothatsbesowidely’

AdvAdv

（c）fulかc汀ce（705）‘veryo氏en’

Adv Adv

一方、機能よりも内容に力点のある2つの副詞が共起している（6）のよう
な場合、2つの副詞は同一階級にあることから、（1c）に従って左に位置する

副詞に頭韻の優先権が与えられる。

（6）（a）b記tbさ紺eStandnor6（275）‘thathewestwardsandnorthwards，

Adv Adv

（b）b記thさ免pheonon（415）‘sotbat‡leupなombere，

Adv Adv

（c）s正ぬno68enor6an（807）‘なomsoutbornorth，

Adv Adv

単一頭韻の第一単行の場合、1．4，で分析する第二単行の場合とは大きく

異なり、副詞と動詞が共起する例は（7）にあげたわずか7例に限られるが、

これらの例は副詞と動詞の頭韻上の優劣を知る上では貴重である。これらの副
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詞は、7例中6例（7a～f）において動詞の非定形、定形、助動詞の区別なく、

動詞より優位にある。これは、副詞がいずれも派生副詞またはそれに準じた内

容語であることに基づくようである。なお、（7g）は例外とみなす以外に解釈

の余地はない。

（7）（a）woldedearnunga（450）‘wantedto（deceive）secretly’

＋F Adv

（b）b言w盃ron諒tan（461）‘whichwereontheoutside’

十F Adv

（c）bat師meahtsw吉雄Tde（565）‘thatyouwillbeable（tosee）sowidely’

Aux Adv

（d）behim應rforgeaf（844）‘which（AlmiかyGod）befbregrantedthem．’

Adv ＋F

（e）andsw言紺Tde gesさon（674）‘andseesowidely’

Adv
－F（inf）

（f）鬼110rSC打ぬn（773）‘passawayelsewhere’

Adv
－F（inf）

（g）Hiospr記Chimbiccet6（684）‘Shespoketobimo氏en’

＋F Adv

（1aiii）で規定されているとおり、動詞の非定形は定形より頭韻上優位にある。

2つ以上の動詞が半行中に共起する（8）のような場合、この原則はきわめて

厳密に守られていて、半行中の位置に関係なく、助動詞および定形が非定形よ

り優位に立つ例は1つもない。

（8）（a）Ong6nhineb言方nan（495）‘Thenbegantoaskbim’

＋F －F（inf）

（b）“Hwa三tSCealic紗innan？”cw記占hさ．（278）“‘WhyamItotoil？”saidbe．’

Aux
－F（inf） ＋F

（c）w壷ronb言b鍵allene（330）‘then（they）hadね11en’

Aux
－F（pp）

（d）b記t拡eh記敗）nge弘心Ⅹ1ed（335）‘thattbeyhadgot’

Aux －F（pp）
（e）言∂01genwyr6（552）‘willbeenraged’

－F（pp）Aux
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（f）ゐabbansceoldon（696）‘sbouldhave，

－F（inf）Aux
（1a）によれば、動詞の定形は頭韻階級がかなり低いことから、頭韻できる

のは階級が最も低い機能語や本来語の副詞の一部と共起する場合に限られる。

『創世記B』の単一頭韻の第一単行では、該当例はすべてこの原則に忠実に従

つている。

（9）（a）andb記t紺isteさac（386）‘andalsoknowsthat’

＋F Adv

（b）h正gさ拡be5Wicen！（797）‘howyoushoulddeceivethem！’

＋F

（c）p壷r師b言mneゐierde（797）‘ifyouhadnotobeyedbim’

十F

前置詞は無強勢であることから、一般に頭韻に関与することはない。しかし、

（10a）のように他の無強勢語と共起する半行では、「強弱」という半行の韻律

の鋳型（Iambic Mold）に従い、頭韻を実現する必要があることから、第一半

行においてもごくまれに前置詞が頭韻に加わることもある。事実、『創世記B』

では（10a）が唯一の例となっている。一方、（10b，C）では前置詞が下線で印し

た目的語の代名詞と倒置し、頭韻に関わっている。これは、他の古英詩の場合

と同様、前置詞が有標の位置を占めることによって頭韻の権利を与えられたと

みなせる。ただし、有標の位置が必ずしも頭韻の前提とならないことは（10d）

の例から明らかである。これも他の古英詩の場合と同様の特徴である。唯一の

例外である（10a）を除けば、「頭韻する前置詞は有標の位置を占める」という

一般化が成り立つ。もっとも、この逆は真ではない。

（10）（a）sw言him蝕氏er】疫（471）‘sothattbereafとerhim’

Prep

（b）Aclicga∂痩身mbe（371）‘Butaroundmelie’

Prep

（c）And辿∂Ttwさgin（460）‘Andbythemstoodtwo（trees）’

Prep

（d）Hio坤r記C垣biccet6（684）‘Shespoketobimo氏en’

Prep

所有代名詞は、機能は形容詞と同一であるが、語彙範疇はあくまでも代名詞

であることから、頭韻上の階級は最も低い。この事実を反映して、（11）に下
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線で印したように、この詩では単一頭韻の第一半行において所有代名詞は一例

も頭韻していない。この特徴は第一半行の例に関する限り、

Aと全く同様である（cf．藤原1998：73－85）。

（11）（a）由垣♪egnahwilc（414）‘anyofmyね110WerS’

PPro N

（b）and区堅∽6dsefa（501）‘andyourmind’

PPro N

（c）incrumぴaldende（577） ‘toyourRuler’

β紺紗材やGβ乃g5才5

PPro N

（d）わ記tWit如rb旦些担ゐさarran如nc（796）‘whichwetwobytbe払vorof

PPro N N

OurLord’

最後に、一見したところ単一頭韻か二重頭韻か紛らわしい（12）のような

例がこの詩には少なからずある。しかし、これまでの分析から明らかなとおり、

下線を施した代名詞はすべて無強勢の機能語であること、これらの語が頭韻階

級が最も上位にある名詞と共起する例において、原則（1b）に反する例は1つ

もないこと、（1d）によって二重頭韻の可能性もないことから判断すると、こ

れらの語の頭子音はたまたま頭韻語の頭子音と一致しているにすぎないと言え

る。

（12）（a）p記tSCeOlde些広dame（387）‘thatwetwoAdamshould，

Aux Pro N

（b）応主些送呈鬼ndsware（557）‘atyouranswer’
Pro N

（c）w記S垣onゐelpe（702）‘wasahelptobim’

＋F Pro N

（d）andmidゐandum垣（748）‘andwithHishands’

N Pro

（e）わ記t空垣紗aldendes（798）‘sotbatwetwoo＝heRuler’

Pro N

l．3．まとめ

『創世記B』の場合、他の古英詩の場合と比べて、単一頭韻の第一半行では

頭韻階級の原則はかなり忠実に守られていて、例外の数はかなり少ない。伝統
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的韻律論では例外的な解釈を施さねばならない（4e）のような例においても、

原則は忠実に守られている。

且。4。『創世記B』の第二単行における頭韻語の選択

『創世記B』の場合、不完全行1例（441行）、第二単行が欠落した1例（703

行）、頭韻が成立しない2例（238行、249行）を除くと、613例の第二半行が

分析の対象となる。単一頭韻の第一半行の場合と大きく異なるのは、大半の例

において動詞が用いられていること、定形＋非定形の例よりも非定形＋定形の

例が圧倒的に多いこと、副詞と動詞が共起する例が多いこと、頭韻階級の原則

を逸脱する例が多いことなどである。

たいての場合、原則（1）は忠実に守られていることから、その詳細は省く

ことにして、この節では原則が破られる例について考察したい。最初に、頭韻

階級が最も上位にある名詞または形容詞が優先されない例をとりあげる。（13）

の例は（13a）以外はいずれも第一単行では生じない全くの例外であるとみな

せる。ただし、該当例は第二単行全体で8例に限られており、多くの作詩上の

制約が課せられる第二半行の特殊性および他の古英詩の第二半行での該当例と

比較すると、この数はかなり少ないと評価できる。

（13）（a）5t6dhisbandgeweorc（241）‘ThecreatureofHislived’

＋F N

（b）崩nnanbr百ostum（715）‘inbis壬1eart，

Prep N

（c）ぁさronworulde（474）‘hereintbeworld，

Adv N

（d）鬼allengasweaれ（477）‘entirelydaでk’

Adv A

（e）允0110nb言ufonofbeo缶1um（306）‘then缶omheavenfelldown’

＋F Adv N

（f）〆numhさaran（506）‘yourLord，

PPro N

次に、（14）のような例については、例外であるとの結論を下す前に慎重な

検討を要する。すなわち、（14a）のealle‘all，の場合、他の古英詩においても

品詞と用法の同定が容易でない例が多いこと、（14b）のbさgen（または妬，b正

‘botb’）は機能はともかく、語彙範疇は代名詞ではない可能性があること、（14c，
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d）のwiht‘atall’，と秒rnum‘ve叩，の場合、用法は副詞であっても、語彙範疇

は、語形から判断して名詞である可能性が高いこと、（14e）の盛nig‘any，はall

と同様の問題を抱えていることなどを考慮すると、より多くの例を対象に分析

した上で結論を下さねばならない。ここでは問題提起をするに止める。

（14）（a）砂Cga6hisea11e（432）‘Considerallthis，

＋F A

（b）s記gde妬許abanc（725）‘gavethanks払rboth，

＋F Pro N

（c）Nismさびiht記pead（278）‘Tbere’snoneed払rmeatall，

＋F Adv N

（d）seby6舟mumceald（809）‘whichisverycold，

＋F Adv A

（e）應nigt言cen（540）‘anysign’

Pro N

名詞または形容詞を含まない単行の場合、頭韻はすべて（1b，C）に従って実

現していて、例外は（15）の1例に止まる。したがって、他の古英詩の場合

とは異なり、この種の第二単行でも頭韻階級の原則はかなり忠実に守られてい

ることになる。ちなみに、この場合、本来ならhine‘Him，ではなくb義don‘asked，

が頭韻することになる。

（15）andゐineb盃don（780）‘andaskedHim，

Pro 十F

次に、説明不可能な（16）の例を1つ付け加えておかねばならない。この

場合、（1c）に従ってgodes‘God’s’が頭韻に加わるべきであるが、次のhyldo

‘ねvor，が優先していて、明らかに原則を逸脱している。これは単純な例外とし

て処理せねばならない数少ない例である。

（16）be義rgodesゐyldogel盛ston（321）‘whofomerlyc打riedGod’sねvor’

Adv N N ＋F

l．2．で指摘したとおり、この詩の第二単行では副詞と動詞が多く用いら

れていることから、原則（1）の破格が許容され易い第二半行とはいえ、副詞

と動詞、および副詞と副詞の頭韻上の優劣に関して興味痍い事実が指摘できる

可能性がある。まず第一に、（17）のような例から明らかになることは、1ange

‘10ng’，Symle‘always’，滋de‘ねrandwide’，heonon甘om here’などの派生副詞

は、Wile‘will，，m6ste‘could’，meahte‘could，，m記g‘can，／pence∂‘thinks’などの
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助動詞および定動詞より頭韻上優位にあり、（1a，b）に忠実に従っていることで

ある。

（17）（a）Midp云mhさwile鬼氏 gesettan（396）‘ⅦithitHewillagainsetup’

AuxAdv
－F（inf）

（b）basbehさhimbence8gangel正otan（401）‘whicbHetbinkslongto

＋F Adv
－F（inf）

e‡勺Oy’

（c）p言meahteb百0広de gesさon（600）‘Tbenshecouldseefarandwide’

Aux Adv
－F（inf）

一方、該当例は少ないものの、（18a”C）のような例からは、hさr‘here，やnii

‘now’のような本来語の副詞は動詞の定形と非定形のいずれにも劣るというこ

と、したがって、これらの副詞は（1aiv）に属するということが分かる。一方、

（18d～f）のように2つの副詞が共起し、左側の副詞が頭韻する例からも、本

来語の副詞は派生副詞に劣るという（1a）の原則が忠実に守られているという

指摘ができる。

（18）（a）andmさ bさr5tOndan bさt（525）‘andbademestaybere，

Adv－F（inf）＋F

（b）b記thさbeh百r紗Orhte応mさ（817）‘thatHecreatedyouhere女）rme’

Adv ＋F

（c）sw言mさn正 如さowanm記g（819）‘SonowImayregret’

Adv－F（inf）Aux

（d）b記SW百hさr崩nnemagon（436）‘whatwecanherein，

AdvAdv Aux

（e）andbone如11ゐeardegeband（444）‘andbounditveⅣtightly’

Adv AdvI＋F

（f）nep記tn話力mnew記S（498）‘nowitwasnotlong’
Adv Adv ＋F

しかしながら、（18d～f）と同様に2つの副詞が共起していても、左側の副

詞が頭韻する（19）のような例の場合、左側の副詞の方が階級が上であると

言えても、右側の副詞が左側の副詞より階級が低いとは必ずしも言えない。な

ぜなら、2つの副詞が同じ階級にある可能性を否定できないからである。いず

れにせよ、原則（1a）が忠実に守られていることに変わりがない。

（19）（a）免ngemetlange（313）‘immeasurablylong，
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（b）蝕氏ersi舶an（550）‘evera氏eⅣ訂ds，

（c）hさ座astenhider（555）‘he（sends）hitber血・Omtheeast，

（d）紺eStanO∂さeさastan（806）‘如）mWeStOreaSt，

（e）んeononen正b云（831）‘thennow打omhere，

古英語のselfは単独で用いられ、形容詞または代名詞としての機能を果たす。

しかし、このことはselfの語彙範暗もまた形容詞か代名詞であるということに

はならない。菖英語のような屈折言語においては、語の機能と範疇は必ずしも

一致するとは限らない。『創世記B』の場合、Selfは第二単行で7回用いられ

ているが、（20）の頭韻例から判断できることは、Selfが助動詞はもとより動

詞の定形および非定形のいずれにも勝り、名詞と対等の頭韻階級に属している

ということである。この特徴は他の古英詩の場合と同一であることから、当時

の詩人はseはの語彙範疇は代名詞と同等とみなしていなかったと主張できる。

ちなみに、Seほには強意の機台巨があることから強勢語と同様に頭韻に加わると

いう解釈は、同じく強意語でありながら鮎1，Welなどの語は頭韻しないことか

ら、受入れがたい。

（20）（a）Icw豆thw記tneme宣卓至beb百ad（535）‘IknowwhatHeHimselfbademe’

＋F ＋F

（b）N正scealbさむ型 伝ran（556）‘NowHeHimseはshallcome’

Aux
－F（inf）

（c）拡dan旦重宝垂gesceapu（842）‘towaitthedecreesofHimselr

－F（inf）
N

（d）and5elねsst61（566）‘andthethroneofHimself’

N

第二単行においても（21a，b）のように前置詞が目的語と倒置する例が見られ

るが、倒置が必ずしも頭韻の条件となってはいないことは（21c叫f）の例から

も明らかであり、これはすでに指摘したとおり第一単行の場合と同一の特徴で

ある。

（21）（a）応onsende（541）‘sentto（me）’
Prep ＋F

（b）母mbehweoぬn（669）‘movearound（Him）’

Prep －F（inf）
（c）N正sdne印さgさobtぬre（614）‘Nowlightshinesa氏eryou’

＋F N Prep
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（d）ゐellet6middes（324）‘inthemidstofhell’

N Prep

（e）andbimゐ氏 bet血（766）‘ando氏enbetweenthem’

Adv Prep

（f）Nysunc紺ubtbeforan（812）‘Tbereisnotbingbeわreus’

＋F N Prep

すでに記したとおり、第一単行の場合、代名詞が関与する例を除けば、単一

頭韻か二重頭韻か紛らわしい例は一切存在しない。一方、第二半行の場合、い

ずれの菖英詩においても二重頭韻は生じない。しかし、『創世記B』の場合、

代名詞の例をすべて除外しても、二重頭韻の可能性が残る例は27もある。こ

の数は他の古英詩の場合と比べてかなり多いことから、綿密な検討に値する。

最初に、疑わしい動詞のうち、be動詞（3例）およびこれに相当する

weor6an（4例）、助動詞のhabban（6例）、および法助動詞m；巴g（1例）につい

ては、名詞や形容詞と共起する場合、原則（1b）の制約があることから、第一

単行はもとより、第二半行においても頭韻の可能性は低いことから、分析対象

からは除外する。そこで、残った動詞についてこれから検討することになる。

（22）に示したように、下線部の動詞はいずれも後続の頭韻語（名詞、形容詞、

派生副詞）と頭子音が一致している。同一階級に属する語であれば、原則（1）

に従って左に位置する動詞に頭韻の優先権がある。しかし、該当例ではすべ

て後続の語の方が頭韻階級が勝っていることから、ここでは原則（1b）に従い、

階級が上の右側の語が頭韻しているとみなす。その根拠は、すでに述べたとお

り、きわめて多くの正常な第二単行において、名詞・形容詞・派生副詞と共起

する動詞の定形および非定形が頭韻に関与する例が『創世記B』では稀である

ことに依る。このように、『創世記B』には一見紛らわしい例が多く存在する

が、このことは、とりもなおさず、詩人が原則（1）を確立した強固なものと

みなしている証拠である。（1b）を厳密に適用すれば、（22）のような例には全

く問題がなくなってしまう。この結論に従うと、この詩は第二半行においても

他の古英詩よりもはるかに原則（1）に忠実であることになる。

（22）（a）H百！垂bさobatgandb正an（239）‘Helettbemdwellintぬtiand’

＋F N
仰F（inf）

（b）bonne主麹bさhishinegangewealdan（258）‘thenHelethimhave

十F Adv
－F（inf）

poweroveritforlong’
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（c）“Ic望垂，inc紗aldendgod（551）“‘Iknow，therulingGodatyoutwo，

十F N N

（d）塾由垂師n正b言ぶWea托anhelle（792）‘DoyolユnOWSeethedarkbell，

十F A N

（e）and生地his妙1dofbr∂（625）‘and（shall）baveHisねvor，

－F（inf）
N Adv

次に、盛r，如11，1盃s，Si舶an，SW云■などの副詞は、これまでの分析からも明らか

なとおり、名詞や形容詞と共起する場合、ごく稀な例を除いていずれも頭韻し

ない。それゆえ、（23）のような例においても、下線を施した副詞は頭子音は

頭韻語と同一であるが、（1c）に従って頭韻していないとみなせる。なお、（23a）

の盃nne‘one’は数詞言n の単数・対格・男性形であるが、他の2例（370a，

395a）においても、名詞、形容詞および非定形と共起する場合、頭韻には加わ

っていないことから、語彙範疇としては代名詞と同等にみなされている可能性

が強い。

（23）（a）盃nneh記出ehさ塑亘ぶⅥオぬegeworhtne（252）‘Hehadcreatedoneso

Num Aux A
－F（pp）

StrOng’

（b）be垂w記S鬼nglascテnost（338）‘whooncewasthemostbeau組110f

＋F N A

angels’

（c）蜘icmさse氏em記g（433）‘A氏erwardsIshallbeableto（rest）

Adv Aux

morecom女）托ably’

（d）w記SSさ席ond辿nさah（688）‘the鮎ndwasveⅣnear’

＋F N A

（e）好垣 虚t舶gode（576）‘1estyoutwohate血ItoGod’

Adv A N

l．5．まとめ

第二半行は第一単行に比べてきびしい頭韻の制約が課せられていることか

ら、原則（1）を逸脱しやすい。『創世記B』にも（1）の例外となる半行右耳あ

るものの、その数は他の古英詩と比べるとかなり少ない。とりわけ、所有代名

詞の頭韻例が皆無であることがこの詩の大きな特徴となっている。なお、第二
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単行では副詞や動詞が用いられている例が第一単行よりかなり多いが、これは

第二半行の末尾、すなわち長行の終りが統語上の区切りに対応する場合が多い

ことに基づくようである。なお、副詞が多く用いられているのは動詞の数に対

応しているのみならず、やはり頭韻の必要をまかなうことが最大の理由であろ

う。なお、－F－＋Fの語順、とりわけ、本動詞一助動詞の語順が第二半行に

かなり多いが、これはこの単行には従属節が多く用いられているせいであると

考えられる。

ⅠⅠ．『創世記B』の二重頭韻の第一単行における頭韻語の速択

2。1．二重頭韻の単行における頭韻語の選択

二重頭韻の単行において、頭韻語の選択に問題が生じるのは、主強勢語が3

つ以上含まれる場合だけであり、詩人が（1b，C）に従うか、それとも（1d）の

許容に依存するかが焦点となる。

最初に、頭韻階級の最上位にある名詞・形容詞が3つ以上半行中に含まれる

例について考察する。この種の単行は伝統的韻律諭では拡大半行と呼ばれ、例

外的な韻律解釈が施されてきた。しかし、本稿で分析枠として用いた頭韻階級

の原則からすると、原則（1b，C）に忠実な例がほとんどであることは、頭韻の

有無に基づくリズムを主体とした韻律の枠組みが正当なものであることを裏付

けている。まず第一に、この種の半行の多くは（24a”C）に示したように、原

則（1c）に従って頭韻が実現している。（1c）に反するのは（24d，e）の2例で

あるが、これは他の苗英詩の場合とまったく同様、eall‘all，の語彙範疇ではな

く、機能に基づくものであることから、本稿では言n や盃nig と同様、総称的

な（generic）語に共通の現象と捉え、例外とはみなさない。

（24）（a）wi6poneんさhstanゐeofneswaldend（260）‘againstthehighestrulerof

A N N

heaven’

（b）汝andand∂r云●de汀gas（325）鳩reandspreading幻ame，

N A N

（c）椚Onnummid〝70r∂escwealme（758）‘tomenbythepainofdeath’

N N N

（d）ealra〝70r6ra桝盛st（297）‘酢eateStOfallpunishments，

A N A
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（e）andeallbゐs紺Oruld紗Iitigre（604）‘andalltbisworldmorebeau血11，

A N A

（25）の4例は綿密な検討を要すると思われる。すなわち、名詞・形容詞が3

つ以上共起しているが、（1c）に反して2番目の名詞は頭韻しない。このうち、
（25a）については、Doane（1991：214）はgodesまでを第一半行、それ以降を第

二半行とみなす校訂案を示していて、この解釈に従えばまったく問題が生じな

い。他の3例についてはKrapp（1931）もDoane（1991）も何ら言及していない

ことから、校訂上の問題はなさそうである。たまたま3つ目の名詞または形容

詞の頭子音が最初の名詞の頭子音と一致したと考えれば問題はなくなるが、こ

こでは例外としておく。

（25）（a）b記tWさ椚ihtes幽糾さdonw盃cen（403）‘sothatwemayweakenthe

A N N ＋F

mindofmigbtyGod’

（b）ゐeofona由mid嶽山tもmmsaulum（397）‘thekingdomofbeavenwith

N N A N

pureminds’

（c）カra処理On如ssumノおstumclomme（408）‘thesonsofmen，inthese

N N A N

firmfetters’

（d）godes豊里虚g古d（657）‘thegoodangelofGod’

N N A

次に、（26）の3例の場合、（26a）については（25b～d）と類似の解釈が全

く不可能ではないと思われる。すなわち、たまたま3つ目の名詞の頭子音が先

行する2つの頭韻語の場合と一致しているにすぎず、詩人が三重頭韻を意図し

たのではないという解釈である。一方、（26b）については、h記bbeは定形で

あるが、本動詞であること、副詞bさr‘bere，は頭韻の可能性が低いことから、bさr

の頭子音がたまたま一致していると解釈するのが妥当であろう。（26c）の場合、

最初の複合語は2つの構成素とも頭子音が山致しているが、この種の二重頭韻

の例はこの詩では他に例が全くないことから、偶然の一致とみなし、三重頭韻

の可能性を否定する。ちなみに、この詩の規模から判断すると、このような二

重頭韻が実現している複合語が何例か用いられていて当然であるが、1例のみ、

しかも偶然の一致の可能性が高いことは、詩人がこの種の複合語を二重頭韻に

活用していなかった可能性につながり、他の古英詩の場合との比較という点で
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興味深い。たとえば、『創世記B』とほぼ同じ規模である『不死鳥』（7協ef物oeれ血）

は677行から成るが、二重頭韻が実現している複合語は8例（紺inteトge一紺eOrp

（57a）‘winterstom’，紺ilト紺Onge（89a）‘delightfulplain’，如ofum一触∂打e（173a）

‘vault of heaven’，紺inter一宮e一紺姦dum（250a）‘garmentof winter’，あlさ0－あ叩gdum

（292a）‘vadety of colors’，dさa∂－dゐe（416a）‘valleyof
death’，紺Oruld－紗elan

（480a）‘worldlypossession’，カrht一言：／哀red（525a）‘terd鮎d’）用いられている。

『創世記B』の約半分の長さ（350行）から成る『ユデト』（カd肋）でさえ3

例（ぶWyrd－ge一言Wing（240a）‘sword－StrOke’，舟rn－geポitu（264a）‘ancientqua汀el，，

gold甘ifan（279a）‘gold－gわer’）が用いられている。
（26）（a）ゐゐhみeoわnageblidu（584）‘thehighvaultofheaven’

A N N

（b）N正ゐ記bbeichisbさronゐanda（678）‘Now，Ihaveithereinmyhand’

＋F Adv N

（c）ゐ記1由一如1monぁさabd言sette（4舶）‘（he）putonabelmetonhishead’

N N ＋F

次に、頭韻階級が上位にある語と助動詞が共起する（27）のような二重頭

韻の単行の場合、単一頭韻の単行の場合と同様、（1b）はきわめて忠実に守ら

れていて、これらの助動詞が名詞・形容詞・非定形動詞に優先して頭韻するこ

とを許容する（1d）に従う例は1つもない。

（27）（a）帝ransceoldehさbis（プrさamasonheo良）num（257）‘hesbouldholdHis

－F（inf）Aux
N N

jOySinheaven’

（b）βゐre空軍蔓bさ血ihtne正mm（261）‘HewaslovedbyourLord，

A Aux N

（c）許am嘘hims百g6daonhism石de（302）‘theRigbteousOnewas

A Aux A N

ang叩athiminHisheart’

（d）虫垂延pさwi∂血htendymegeworhtne（507）‘havemadeyourselfdear

Aux N A
－F（pp）

to God’

一方、本動詞の場合、まず、定形は（28a，b）のような頭韻例と、（28c，d）の
ような非頭韻例がほぼ同数となっている。このことは、詩人が常に（1b）に忠

実であるとは限らず、（1d）の許容を受け入れて、頭韻の必要をまかなってい
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る結果であると考えられる。

（28）（a）虫垂bat師bissesゐ玩tes應te（500）‘（He）badethatyoushouldeat

＋F N ＋F

this fhlit’

（b）b記Sgさa叩Sbehさhimonb云mJさohte陛翼型垂（258）‘tberewardthat

N N ＋F

Hehadgrantedbiminbeaven’

（c）盛車γaCentanS言1（372）‘tbeloopofchainsrides（onme），

＋F N N

（d）Ac辿垂wさn正♪rさaonhelle（389）‘Butnowinhellwesu鮎r

十F N N

a＃liction’

山方、本動詞の非定形の場合、（29a，b）の2例については半行の左寄りに位

置するにもかかわらず頭韻していないが、これは（1b）に従った結果であり、

名詞が非定形より優位にあることの証拠ともなっている。しかし、これら2例

以外の例ではすべて（29c～e）のように半行の最も左よりの非定形が三番目の

強勢語の名詞・形容詞に優先して頭韻していることから、詩人は止むを得ず

（1d）の許容に従っていることが分かる。

（29）（a）bさtanbeoraゐ由汀anゐearmcwide（625）‘amendtotheirLordfbr

ーF（inf）
N N

lI勺uriousspeech’

（b）sさcan ゐellege別i60（764）‘seekthedoorsofhell’

ーF（inf）N
N

（c）至由onbassweaれenmistas（391）‘血ivenoだtothesedarkmists’

－F（pp）
A N

（d）幽紺ymeSgebeabt（590）‘tbese叩ent’ssuggestion（beganto）

－F（inf）N
N

Wellup’

（e）麺垂mid如ingagesponne（762）‘boundwithcbainofrings’

－F（pp）N
N

所有代名詞は（30）に示したように二重頭韻の単行においてもかなり多く

用いられているが、半行中の位置を問わず頭韻する例は一つもないことから、

所有代名詞を徹底的に頭韻から避けるという詩人の判断がここでも強く表れて
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いて、この詩が他の古英詩とは大きく異なる特徴の1つとなっている。

（30）（a）burb由cimecr記ぬ（618）‘throughtbepowerofmycoming’

PPro N N

（b）on垣辺些ゐyge如ゐwan（826）‘re酢etinyourmind’

PPro N
－F（inf）

（c）g盛stm言na血a（619） ‘cardesoutmyadvice’

＋F PPro N

（d）b記thさ垣墜汝eg義ste（576）‘sothatbemaycar叩OutyOurCOunSel’

PProN ＋F

（e）ぁさrmidゐandumsinum（540）‘herewith‡iisams，

Adv N PPro

2。2。まとめ

二重頭韻の単行においても『創世記B』の詩人は他の古英詩人よりはるかに

原則（1）に忠実であり、伝統的韻律諭では例外的な解釈を施さざるを得ない

見かけは長い単行の場合でも、原則に反するのはわずか3例に止まる。

全体のまとめ

『創世記B』はβgo紺材のような叙事詩、Gg乃どぶ由Aのような宗教詩と比べ

ると頭韻階級の原則にはるかに忠実であり、第一半行はもとより、第二半行に

おいても、原則（1b，C）を逸脱することを許容する（1d）の使用も最小限度に

止めようとしていたことが今回の分析によって明らかとなった。今後、サクソ

ン語の『創世記』についても同様の分析が行われれば、両者の比較を始めとし

て、興味深いさまざまな事実の指摘が可能となり、ゲルマン古詩の韻律研究に

大きく貢献できるものと思われる。
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